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FLRT3 の遺伝子を発現させた stableCHO cell を作成し、これらの上で培養神経細胞(小脳頼粒細胞)を培養し軸
索進展に及ぼす影響を観察した。結果、 FLRT3 の遺伝子を発現させた stableCHO cell は軸索の伸展を促す作用が見
られた。また、ラットの脳にて insitu hybridization を行った。 FLRT3 mRNA は脳全体に発現が見られたが、特に
大脳基底核、海馬に強く発現がみられ、海馬においては CAl 領域のシグナルが他の領域に比較して弱かった。小脳






リッチリピートを持つ膜蛋白 FLRT3 に軸索伸展促進作用があることを明らかにした。また rat brain in situ 
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つを担っていることを明らかにした。具体的には、マウスの坐骨神経切断遠位端よりmRNA を抽出し cDNA マイク
ロアレイを用いて対照と比較し、神経損傷時に発現上昇している遺伝子を得た。これらのうち、フィブロネクチンE
ドメインとロイシンリッチリピートを持つ膜蛋白質 FLRT3 に着目し、さらなる解析を行った。その結果、この FLRT3
に軸索伸展促進作用があることを明らかにし、さらに大脳における分布を調べ、末梢神経だけでなく中枢神経におい
ても重要な働きをしていることを示唆する結果も示した。以上の研究結果は神経機能の再建率向上に対する基礎研究
として重要な結果を示したと考えられ、学位の授与に値するものと認める。
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